令和８年度　校内研修計画
甲州市立玉宮小学校
１　学校課題
玉宮地区は、平沢地区に生息するザゼンソウやカタクリ、竹森川のホタルやヤマメ、また水晶など特有の自然に恵まれている地域である。また、神社・寺・道祖神などの史跡が多く、伝統行事などの文化が残っている地域でもある。学校教育に関しても関心が高い地域であり、多くの地域の方に講師として学習指導に携わっていただいている。
本校は小規模校であり、児童は明るく素直で、生き生きと学校生活を送っている。児童会活動等を通した学年を超えた交流も盛んで、上級生が下級生をサポートし、休み時間には異年齢で仲良く遊ぶ姿が日常的に見られる。学校行事等においても、全員に活躍の場を設けることで、一人一人が個々の力を発揮できるよう計画している。
このような良好な人間関係を基盤としつつ、少人数学級特有の固定的な集団意識に陥らぬよう、教師が児童の「持っている力」や「よさ」を引き出す集団づくりを進めることが大切である。
学習指導においては、少人数ゆえに児童の実態把握が容易であり、個に応じたきめ細かな指導ができる利点がある。反面、多様な意見に触れる機会が不足しがちな環境でもある。今後は、行事等で見せる活発さを学習場面でも発揮できるよう、指示を待つ姿勢から自ら問いを見つける姿勢へと転換し、学習課題を「自分ごと」として捉えて主体的に取り組む態度の育成を目指していきたい。


２　研究主題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「主体的に学ぶ児童の育成」
　　　　　　～地域素材を活用した探究的な学びの授業づくり～


３　主題設定の理由
本校ではこれまで、「主体的に学ぶ児童の育成」を主題に据え、地域の自然や文化、人材といった地域素材を生かしたリアルな体験と、ICTを活用した学びを組み合わせながら、探究的な学習の充実に取り組んできた。これまでの研究から、児童が自ら問いをもち、試行錯誤しながら学びを深めていくためには、体験の質を高めること、個に応じた学習方法を選択できる環境を整えること、そして安心して意見を表現できる学級集団の形成が不可欠であることが明らかとなった。また、児童一人一人の自己肯定感や自己有用感が、主体的な学びを支える基盤となることも再認識された。
一方、社会がSociety 5.0の進展により急激に変化する中で、児童には変化を前向きに受け止め、自ら課題を見いだし、他者と協働して解決に向かう力がより一層求められている。学びを一時的な体験で終わらせず、真の主体性を育むためには、児童が地域の事象を「自分事」として捉え、問いを更新し続けるプロセスが不可欠である。
そこで、今年度は地域素材との出合わせ方を工夫し、児童が切実な問いをもつことから始まる「探究のサイクル（課題の設定・情報の収集・整理分析・まとめ表現）」を意識した授業づくりを推進する。児童が試行錯誤しながら問いを深め、成果を地域へ還元・発信していけるよう学びをつなげていきたい。こうした学びを通して、地域社会の一員としての自己有用感を高めていく過程を重視することで、予測困難な時代を生き抜く「主体的に学ぶ児童」の育成を目指していきたいと考え、本主題を設定した。

４　研究仮説
地域素材との出合わせ方を工夫し地域へ還元・発信していくことを目指していくことで、児童は課題を「自分事」として捉え探究し、主体的に学ぶ力を育むことができるであろう。

５　研究の具体的内容と方法
（1） 子供主体の授業づくり
1 学習会の実施・参加
　・授業づくり学習会の実施
　　　　　・総合教育センター主催の研修への参加・還流
　　　　　・インクルーシブ教育に関わる学習会の実施
2 　地域学習に関わる児童の実態アンケート
3 一人一実践授業及び振り返り
　・一人一実践授業の公開、振り返り
4 児童のICT活用スキルの向上に向けた取組
・児童の活用スキルの現状把握と対策（「めざせ‼タイピング名人‼」検定実施）

（２）みんなが安心して学べる学級づくり・集団づくり
　　　①　WEBQU調査の分析と対策
　　　　・全職員によるWEBQUの分析と対策
　  ② 学習環境の整備
　　 　・「玉宮小学習スタンダード」・「玉宮小学習のきまり」への取組
　　 　・学習に関わるＩＣＴ環境の充実
　　　
（３）保護者・地域住民との連携
　　 ① 社会に開かれた教育課程の編成・充実
・地域学習年間計画の実施と見直し
・地域人材の発掘
　 　② 家庭学習の充実
　　 　  　
【その他の取組】
・教育課程研修還流報告会
・全国学力・学習状況調査の分析と対策
　　　 ・ベネッセ総合学力調査の分析と対策
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	回
	月　　　日
	研究内容
	提案・担当
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	１
	４ ／ 22（水）
	・昨年度の研究について
・今年度の研究について
・玉宮小スタンダードについて
	研究主任

	

	2
	５ ／　２7（水）
	・WEBQUの分析と対策
	各担任
	

	３
	６ ／　　３（水）
	・授業づくり学習会①
	研究主任
	

	
	６ ／　10（火）
	・授業づくり学習会②（センター特別研修Ⅰ）
	研究主任
	

	４
	７ ／　　１（水）
	・授業づくり学習会③
	研究主任
	

	５
	７ ／　　８（水）
	・インクルーシブ教育学習会①
・多様な教育的ニーズのある子供たち
・多様な学びを支える学級づくり
・学習障害（LD）の子供たちへの指導・支援
	特別支援コーディネーター
	☆

	６
	８ ／２６（水）
	・教育課程還流報告会
・インクルーシブ教育学習会②
	教務主任
特別支援コーディネーター
	

	７
	９　／　　２（水）
	・全国学力学習状況調査の分析と対策
	教務主任
	

	８
	９　／　３０（水）
	・授業づくり学習会⑤
	研究主任
	

	　９
	10　／ 19（月）
	・WEBQUの分析と対策
	各担任
	

	1０
	11　／　25（水）
	・授業づくり（一人一実践授業に向けて）
	各担任
	

	1１
	１２　／　 ２（水）
	・授業づくり（一人一実践授業に向けて）
	各担任
	

	1２
	１2　／　１６（水）
	・一人一実践授業ふりかえり
・研究紀要について
	研究主任
	

	13
	１ ／ 18（月）
	・今年度の研究のまとめ
	研究主任
	

	14
	１ ／ 27（水）
	・研究紀要作成
	研究主任
	

	15
	２ ／ １７（水）
	・研究紀要作成
	研究主任
	

	16
	2 ／ 24（水）
	・研究紀要作成（校正）
	研究主任
	

	17
	3 ／  3（水）
	・授業づくり学習会⑥（来年度に向けて）
	研究主任
	


                                                          　　（研究主任 奥山　美恵） 
